
椙山女学園大学研究論集　第30号（人文科学篇）1999

夢
の
記
述
｜
『
マ
ク
シ
マ
ス
詩
篇
』
「
ト
ゥ
イ
ス
ト
」
に
つ
い
て
　
｜
　
（
上
）

「
ト
ゥ
イ
ス
ト
』
（
″
T
h
e
T
w
i
s
t
″
）
と
は
、
全
三
十
八
篇
の
詩
か
ら
成
る
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
オ
ル
ソ
ン
作
『
マ
ク
シ
マ
ス
詩
篇
・
第
一
巻
』
　
（
T
h
e
M
a
x
i
m
u
s
P
o
e
m
s
，

1
）

V
o
l
u
m
e
O
n
e
，
1
9
6
0
｜
1
9
6
0
）
　
の
十
八
番
目
に
位
置
す
る
詩
の
名
で
あ
る
。
『
第

一
巻
』
　
の
詩
的
企
図
は
、
商
業
主
義
に
よ
っ
て
毒
さ
れ
、
堕
落
し
果
て
た
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ア
ン
岬
の
漁
港
都
市
グ
ロ
ス
タ
ー
（
G
l
o
u
c
e
s
t
e
r
）
を
、
今
も

始
源
の
息
づ
く
　
「
花
の
都
市
」
　
と
し
て
再
生
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
が
、
こ

の
試
み
は
失
敗
し
た
よ
う
だ
。
『
第
一
巻
』
を
閉
じ
る
詩
の
中
で
、
語
り
手
マ
ク

シ
マ
ス
は
、
無
残
な
グ
ロ
ス
タ
ー
の
現
在
を
相
手
に
戦
う
戦
い
に
は
ほ
と
ほ
と

（2）

疲
れ
ま
し
た
よ
、
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
重
い
溜
息
を
つ
い
て
見
せ
た
後
、
グ
ロ

（3）

ス
タ
ー
か
ら
立
ち
去
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
。

こ
う
言
う
と
『
第
一
巻
』
全
体
は
、
も
の
哀
し
い
敗
北
の
調
べ
に
浸
さ
れ
た

グ
ロ
ス
タ
ー
へ
の
晩
歌
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
う
で
は
な
い
。

全
篇
心
躍
る
詩
的
実
験
に
満
ち
た
生
の
舞
踏
『
マ
ク
シ
マ
ス
詩
篇
』
に
、
勝
ち

負
け
な
ど
あ
り
え
よ
う
も
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
「
ト
ゥ
イ
ス
ト
」
で
行
わ
れ
る
実
験
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
夢
の
導
入

で
あ
る
。
な
ら
ば
、
夢
の
導
入
に
よ
っ
て
詩
は
ど
の
よ
う
な
次
元
を
獲
得
す
る

の
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
テ
ク
ス
ト
を
見
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

平

　

　

野

　

順

　

雄

Ⅰ
　
『
マ
ク
シ
マ
ス
詩
篇
』
　
「
ト
ゥ
イ
ス
ト
」
試
訳

ト
ゥ
イ
ス
ト

86―

1．82

4

路
面
電
車
こ
そ

お
れ
の
内
陸
水
路

（
タ
ト
ナ
ッ
ク
・
ス
ク
エ
ア
に
着
き
、

終
点
か
ら
徒
歩
で

メ

イ

・

フ

ラ

ワ

ー

パ
ク
ス
ト
ン
へ
向
か
い
、
五
月
の
花
を
摘
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

あ
る
い
は
旧
道
を
通
っ
て
、
ホ
ー
ル
デ
ン
へ
向
か
い

イ
ギ
リ
ス
・
ク
ル
ミ
を
集
め
る

妻
が
新
た
に
赤
ん
坊
を
生
む
の
も

そ
ん
な
線
路
の
終
点
に
あ
る

家
で
の
こ
と
。
出
産
し
た
翌
日
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

家
に
帰
れ
る
状
態
。
赤
ん
坊
も
そ
う
。

一
三
九



平　野　順　雄

ひ
と
き
わ
健
康
で
発
育
も
上
々

あ
る
い
は
、
高
ら
か
に
歌
う
こ
と
と

物
そ
の
も
の
に

歌
を
ひ
そ
ま
せ
る
こ
と
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

区
別
す
る
、
あ
い
つ
と
お
れ
。

あ
い
つ
に
、
お
れ
は
花
を

（
キ
セ
ニ
ア
を
）
植
え
て
や
る

あ
い
つ
の
家
の

中
の
、
湿
っ
た
土
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

最
初
の
詩
に
書
い
た
と
お
り

潮
が
満
ち
る
と

ア
ニ
ス
ク
ア
ム
河
は
、
ふ
く
れ
上
が
る
。
　
彼
女
が

バ
イ
ア
ス
に
断
っ
て
、
作
っ
た
フ
ラ
ン
ス
風

ド
レ
ス
の
よ
う
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5

あ
あ
　
お
れ
の
小
潮
、

お
れ
の
大
潮
、
わ
が

流
れ
よ

一

87
―

1．83

ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ス
ク
エ
ア
か
ら
タ
ト
ナ
ッ
ク
・
ス
ク
エ
ァ
ま
で
、
線
路
は

丘
を
登
っ
て
行
く
。
カ
ー
ヴ
に
さ
し
か
か
る
と
　
　
　
　
　
　
3
0

一
四
〇

車
両
は
ガ
タ
ゴ
ト
揺
れ
る

や
が
て
揺
れ
は
収
ま
り
、
電
車
は

遠
く
の
土
地
へ
降
り
て
行
く

（
日
曜
日
の
土
地
へ

ぼ
く
は
小
さ
く
、
皆
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5

ど
こ
へ
行
く
の
か
、
不
思
議
で

し
よ
う
が
な
い
。
　
み
ん
な
は
大
き
く
て

父
さ
ん
と
ぼ
く
か
ら
離
れ
て
行
く

ま
る
で
、
そ
の
風
景
の
中
の
雌
牛
の
よ
う
に

自
分
た
ち
が
何
を
し
て
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
0

ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
る
の
か

分
か
っ
て
い
る
の
は
、

父
さ
ん
と
ぼ
く
二
人
き
り
の
よ
う

今
頃
や
っ
と
分
か
っ
た
。
セ
ヴ
ァ
ー
ン
河
だ
っ
た
の
だ
。

ウ
ー
ス
タ
ー
か
ら
グ
ロ
ス
タ
ー
を
通
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5

ブ
リ
ス
ト
ー
と
ス
ミ
ス
が
呼
ん
だ
町
に
流
れ
込
む
河
は
。

今
で
も
、
約
束
の
地
と
し
か
思
え
な
い
場
所
へ

幾
組
も
の
カ
ッ
プ
ル
は
、
向
か
っ
て
行
っ
た
の
だ
っ
た
。
お
れ
た
ち
か
ら

直
角
に
離
れ
て
。
グ
ロ
ス
タ
ー
と
ボ
ス
ト
ン
と
の
間
に

立
ち
現
わ
れ
る
、
あ
の
風
景
の
中
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0

わ
く
わ
く
と
、
胸
と
き
め
か
せ
、
お
れ
は
入
っ
て
行
く

住
居
を
下
に
見
お
ろ
し
て



夢の記述―『マクシマス詩篇』「トゥイスト」について―（上）

二
わ
れ
わ
れ
一
家
が
着
い
た
日
の

グ
ロ
ス
タ
ー
は
雨
。

そ
れ
以
来
、
舟
で
港
を
巡
る
お
れ
だ
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5

ジ
ョ
ニ
ー
ズ
・
キ
ャ
ン
デ
イ
・
キ
ッ
チ
ン
店
内
か
ら

窓
ガ
ラ
ス
越
し
に
雨
を
透
か
し
て
見
た
の
が

海
を
見
た

初
め

お
れ
の
も
と
を
去
っ
た
後
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
0

妻
が
棲
ん
で
い
た

ア
パ
ー
ト
は

ケ
ー
キ
の
よ
う

88

1．88

居
場
所
を
突
き
と
め
た
時
、

｜
ア
パ
ー
ト
の
住
人
は
、
か
つ
て
チ
ャ
ー
ル
ズ
通
り
で
　
　
　
6
5

一
階
下
に
住
ん
で
い
た
マ
コ
ー
マ
ー
の
手
合
い
｜
隣
の
部
屋
か
ら

山
高
帽
を
被
っ
た
男
が
、
そ
そ
く
さ
と
出
て
行
っ
た

妻
の
ア
ソ
コ
に

弾
丸
を
ぶ
ち
込
ん
だ
奴
だで

な
け
り
や
、
馬
券
屋
　
　
　
　
　
　
　
7
0

お
っ
か
さ
ん

シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
か
。
こ
い
つ
の
義
母
と
な
ら

大
は
し
ゃ
ぎ
で
寝
た
も
の
を

部
屋
の
　
（
建
物
は

ド
ボ
　
シ
　
ュ
　
ト
ル
テ

お
菓
子
の
家
）
　
ド
ア
は

ず
い
ぶ
ん
高
い
所
に
つ
い
て
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
5

四
十
八
号
室
と
札
が
あ
る

ド
ア
は
小
さ
く

ま
る
で
オ
ー
ヴ
ン
の
扉

港
は
聖
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
イ
の
夜
と
同
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
0

嵐
。
空

海
　
陸
　
の
区
別
な
く
、
宙
を
乱
舞
す
る

氷
と
　
風
と
　
雪
は
　
（
ピ
シ
ア
ス
よ
）
　
ひ
と
つ

空
か
ら
ケ
ー
キ
が
降
っ
て
く
る

お
れ
と
同
じ
く
ら
い
静
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
5

あ
の
夜
の
ブ
リ
ザ
ー
ド
と

同
じ
く
ら
い
静
か
に

三
訪
ね
て
行
っ
た

お
も
ち
ゃ
の
家
で
目
覚
め
た
時
、
窓
の

外
の
景
色
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
0

贈
っ
て
く
れ
た
の
は
、
朝
陽
の

一
四
一



平　野　順　雄

白
と
、
シ
ャ
ベ
ル
を
使
う

人
び
と
の
姿

89
―

1．85

大
あ
わ
て
で

家
に
帰
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
5

運
河
の
あ
た
り
一
帯
は

ヴ
ァ
ン
ド
ラ
伯
母
さ
ん
が
く
れ
た

紙
の
村
。
伯
母
さ
ん
の

ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
ど
れ
も

こ
う
い
う
お
も
ち
ゃ

100

1
日
の
終
わ
り
に
訪
れ
る
夢
の
よ
う
な

エ

　

ル

お
も
ち
ゃ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
三
番
街
の
高
架
鉄
道
は

取
り
壊
し
に
な
る
が
、
高
さ
数
イ
ン
チ
の
お
れ
の
高
架
鉄
道
は
、

ボ
ス
ト
ン
の
高
架
同
様
、
今
も
あ
る
。

モ
ノ
レ
ー
ル
に

105

列
車
を
走
ら
せ
る
と
、

｜
幾
晩
も
前
の
こ
と
で
は
な
い
｜

虜
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
、
河
の
姿
に
。

ま
さ
し
く
、
橋
の
と
こ
ろ
で

流
出
し
、
流
入
す
る
河
の
姿
に

110

は
っ
き
り
と
見
え
て
く
る

発
見
サ
レ
ザ
ル
地
、

一
四
二

背
後
に
ひ
か
え
る
湿
地
や
、
プ
リ
ン
マ
ン
の
造
っ
た
溝
、
潮
に
洗
わ
れ

唸
り
声
を
上
げ
る
犬
岩

河
の
潮
は
、
上
流
で
唸
っ
て
い
る
が

115

出
番
が
来
る
と
、
萼
と
花
冠
を
は
じ
き

犬
岩
を
か
す
め
て
急
行
さ
せ
る

（
八
月
、

花
々
は
折
れ
るが

、
葯
は

120

い
ま
の
花
糸
は
、
花
の
塊
り
は

進
み
続
け
、

そ
の
す
べ
て
が

こ
の
針
先
の
一
点
に

達
す
る
と

回
り
出
す
の
だ

125

今
日
の
陽
ざ
し
を
浴
び
て

こ
の
真
実
の
物
語
の
中
で

90
―

1．86

そ
こ
で
は
、
砕
け
た
花
々
の
水
路
が
幾
筋
も
の
道
に
な
り

こ
こ
で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
が
花
を
つ
け
る

130



夢の記述l『マクシマス詩篇』「トウイスト」について―（上）

〔
訳
注
〕

「
ト
ウ
イ
ス
ト
」
　
‥
一
九
五
三
年
五
月
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ウ
ン
テ
ン
大
学
で
書
か
れ

た
、
と
バ
ト
リ
ッ
ク
は
言
う
。
G
e
o
r
g
e
F
．
B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
A
G
u
i
d
e
t
o
T
h
e
M
a
x
i
m
u
s

P

o

e

m

s

o

f

C

h

a

r

l

e

s

O

l

s

o

n

（

B

e

r

k

e

l

e

y

‥

U

n

i

v

e

r

s

i

t

y

o

f

C

a

l

i

f

o

r

n

i

a

P

r

e

s

s

，

1

9

7

8

）

一
二
四
頁
参
照
。

タ
ト
ナ
ッ
ク
・
ス
ク
エ
ア
‥
作
者
オ
ル
ソ
ン
　
（
C
h
a
r
l
e
s
O
l
s
o
n
，
1
9
1
0
―
1
9
7
0
）
　
の
生

ま
れ
故
郷
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ウ
ー
ス
タ
ー
（
W
o
r
c
e
s
t
e
r
）
　
を
走
っ
て
い

た
路
面
電
車
の
駅
名
。
プ
レ
ザ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
沿
っ
て
、
ウ
ー
ス
タ
ー

市
内
を
東
西
に
走
る
「
路
線
2
」
　
（
R
o
u
t
e
2
）
西
端
の
終
着
駅
で
あ
っ
た
。
終

着
駅
と
は
い
え
、
電
車
は
更
に
先
の
西
タ
ト
ナ
ッ
ク
　
（
W
e
s
t
T
a
t
n
u
c
k
）
　
ま
で

下
り
、
そ
こ
で
方
向
変
換
し
た
の
で
、
郊
外
へ
向
か
う
乗
客
に
と
っ
て
、
事
実

上
の
終
点
は
西
タ
ト
ナ
ッ
ク
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

タ
ト
ナ
ッ
ク
・
ス
ク
エ
ア
の
位
置
は
、
左
図
〓
印
を
西
タ
ト
ナ
ッ
ク
は
〓
印
を
参
照

さ
れ
た
い
。

パ
ク
ス
ト
ン
‥
ウ
ー
ス
タ
ー
西
北
に
隣
接
す
る
町
。
左
図
★
印
参
照
。

ホ
ー
ル
デ
ン
‥
ウ
ー
ス
タ
ー
北
西
に
隣
接
す
る
町
。
左
図
★
★
印
参
照
。

プレザント・ストリート沿いにタトナック・スクエアへ
向かう路面電車。1930年頃の写真。資料提供：ウースター

歴史博物館（Worcester Historical Museum）

一
四
三



平　野　順　雄

妻
が
新
た
に
…
：
発
育
も
上
々
‥
夢
の
記
述
。
B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
二
五
頁
参
照
。

高
ら
か
に
歌
う
こ
と
と
：
：
：
湿
っ
た
土
に
‥
夢
の
記
述
。
B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
二
五
頁
参
照
。

あ
い
つ
‥
ア
メ
リ
カ
詩
人
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
（
E
z
r
a
P
o
u
n
d
，
1
8
8
5
｜
1
9
7
2
）
　
の
こ

と
。

最
初
の
詩
に
書
い
た
と
お
り
、
‥
マ
ク
シ
マ
ス
詩
篇
』
冒
頭
の
「
手
紙
　
1
」
で
も

な
く
、
オ
ル
ソ
ン
が
最
初
に
発
表
し
た
詩
を
指
す
の
で
も
な
い
。
一
九
四
五
年

か
ら
四
六
年
頃
書
い
た
″
M
a
r
r
y
t
h
e
M
a
r
r
o
w
″
を
指
す
、
と
バ
ト
リ
ッ
ク
は
推

察
す
る
。
「
ア
ニ
ス
ク
ア
ム
河
」
と
「
フ
ラ
ン
ス
風
ド
レ
ス
・
カ
ッ
ト
」
が
そ

こ
に
出
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
二
六
貢
参
照
。

一

ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ス
ク
エ
ア
‥
プ
レ
ザ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
を
走
る
路
面
電
車
の
駅
名

（
左
図
〓
印
参
照
）
。
ノ
ー
マ
ン
・
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
（
左
図
★
印
参
照
）
に
住
ん

で
い
た
オ
ル
ソ
ン
一
家
が
、
路
面
電
車
に
乗
っ
て
西
の
タ
ト
ナ
ッ
ク
・
ス
ク
エ

ア
に
向
か
う
際
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ス
ク
エ
ア
を
通
過
す
る
。

父カール、母メアリー、少年チャールズ・オルソン
は、この家の2階に住んでいた。　撮影：平野順雄

一
四
四

セ
ヴ
ア
ー
ン
河
‥
イ
ギ
リ
ス
東
南
部

を
流
れ
、
ブ
リ
ス
ト
ル
海
峡
に

流
れ
込
む
河
。
「
ウ
ー
ス
タ
ー
」

「
グ
ロ
ス
タ
ー
」
は
、
セ
ヴ
ァ
ー

ン
河
畔
の
町
名
。
オ
ル
ソ
ン
の

生
ま
れ
故
郷
ウ
ー
ス
タ
ー
、
及

び
『
マ
ク
シ
マ
ス
詩
篇
・
第
一

巻
』
　
の
舞
台
グ
ロ
ス
タ
ー
の
名

は
、
こ
こ
に
由
来
す
る
。

B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
二
七
頁
。

ブ
リ
ス
ト
ー
‥
イ
ギ
リ
ス
東
南
部
の

町
ブ
リ
ス
ト
ル
は
、
セ
ヴ
ア
ー

ン
河
が
ブ
リ
ス
ト
ル
海
峡
に
、

流
れ
込
む
所
に
あ
る
。
一
七
世

紀
に
は
、
し
ば
し
ば
″
B
r
i
s
t
o
w
″

と
綴
ら
れ
た
。

B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
二
七
頁
よ
り
。

〈参照地図〉

ス
ミ
ス
‥
ジ
ョ
ン
・
ス
ミ
ス
　
（
J
o
h
n
S
m
i
t
h
，
c
1
5
8
0
｜
1
6
3
1
）
。
イ
ギ
リ
ス
の
探
検

家
・
軍
人
・
著
作
家
。
北
ア
メ
リ
カ
に
初
め
て
恒
久
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地

を
作
っ
た
。
一
六
〇
七
年
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
に
航
海
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
タ
ウ
ン
を

建
設
。
同
年
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
酋
長
パ
ウ
ア
タ
ン
（
P
o
w
h
a
t
a
n
）

に
捕
ら
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
娘
ポ
カ
ホ
ン
タ
ス
（
P
o
c
a
h
o
n
t
a
s
）
に
救
わ
れ
た

話
は
有
名
。
一
六
一
四
年
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
沿
岸
の
海
図
を
作
成
し
、

一
六
一
六
年
に
は
『
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
素
描
』
（
A
D
e
s
c
r
i
p
t
i
o
n
o
f
N
e
w

E
n
g
l
a
n
d
）
を
著
わ
し
た
。

グ
ロ
ス
タ
ー
と
ボ
ス
ト
ン
と
の
間
に
：
：
住
居
を
下
に
見
お
ろ
し
て
‥
夢
の
記
述
。

B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
二
七
｜
一
二
八
頁
参
照
。

二
わ
れ
わ
れ
一
家
が
‥
：
：
雨
‥
少
年
オ
ル
ソ
ン
が
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
初
め
て
グ
ロ
ス

タ
ー
で
夏
を
過
ご
し
た
の
は
、
一
九
一
五
年
も
し
く
は
一
九
一
六
年
の
こ
と
で

あ
る
。
B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
二
八
頁
。
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ジ
ョ
ニ
ー
ズ
・
キ
ャ
ン

デ
ィ
・
キ
ッ
チ
ン
‥

ジ
ョ
ニ
ー
・
モ
ー
ガ

ン
菓
子
店
は
ウ
ェ

ス
タ
ン
・
ア
ヴ
ェ

ニ
ュ
ー
八
〇
番
地

に
あ
っ
た
。
後
に
ス

テ
イ
シ
ー
・
ブ
ー
ル

ヴ
ァ
ー
ル
と
名
付

け
ら
れ
る
海
岸
通

り
の
南
側
、
「
運
河
」

（
C
u
t
）
付
近
に
あ
っ

た。Butterick，

一
二
八
頁
。

ジョニー・モーガン菓子店のあったステイシー・1910年頃のジョニー・モーガン菓子店

プールヴアールの位置。▲印は「運河」JosephE．JosephE．Garland，TheGloucesterGuide：AStrollthrough

Garland，TheGloucesterGuide，p120の“The

Waterfront”マップより。

PlaceandTime（Rockport，Massachusetts：ProteanPress，

1990），p．141より。

CapeAnnChamberofCommerce発行の地図。
▲印は「運河」を示し、↑印はステイシー・ブールヴァールの位置を示す。

●印はケント・サークルを示す。

一
四
五
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お
れ
の
も
と
を
去
っ
た
後
：
：
：
ド
ア
は
小
さ
く
／
ま
る
で
オ
ー
ヴ
ン
の
扉
‥
夢
の
記

述
。
B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
二
八
｜
一
三
〇
頁
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
通
り
‥
ボ
ス
ト
ン
の
中
心
地
に
あ
る
二
つ
の
公
園
、
ボ
ス
ト
ン
．
コ
モ

ン
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン
の
間
を
ほ
ぼ
南
北
に
走
る
通
り
の
名
。

マ
コ
ー
マ
ー
‥
オ
ル
ソ
ン
の
最
初
の
妻
コ
ン
ス
タ
ン
ス
・
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
（
C
o
n
s
t
a
n
c
e

W
i
l
c
o
c
k
）
　
の
い
と
こ
の
名
。
バ
ト
リ
ッ
ク
は
、
一
九
七
四
年
四
月
に
コ
ン
ス

タ
ン
ス
自
身
か
ら
こ
の
事
を
聞
い
た
と
言
う
。
B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
二
九
頁
参
照
。

馬
券
屋
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
‥
レ
ス
タ
ー
・
B
・
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
。
グ
ロ
ス
タ
ー
の
エ

セ
ッ
ク
ス
・
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
、
ケ
ン
ト
・
サ
ー
ク
ル
付
近
に
住
ん
で
い
た
。
前

掲
地
図
●
印
参
照
。
一
九
三
九
年
か
ら
四
〇
年
に
か
け
て
の
冬
、
オ
ル
ソ
ン
は

シ
ュ
ゥ
ォ
ー
ツ
と
そ
の
義
理
の
母
と
一
つ
屋
根
の
下
に
住
ん
で
い
た
。

B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
二
九
｜
一
三
〇
頁
参
照
。

ド
ボ
シ
ュ
ト
ル
テ
‥
通
例
七
層
の
薄
い
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
の
間
に
モ
カ
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
は
さ
み
、
上
に
カ
ル
メ
ラ
が
け
し
た
ト
ル
テ
。

聖
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
イ
の
夜
と
同
じ
／
嵐
‥
一
九
四
〇
年
二
月
一
四
日
聖
ヴ
ァ

レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
イ
に
米
国
北
東
部
は
猛
吹
雪
に
襲
わ
れ
、
と
り
分
け
ア
ン
岬

の
被
害
は
大
き
か
っ
た
。
B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
三
〇
頁
。

氷
と
　
風
と
　
雪
は
　
（
ピ
シ
ア
ス
よ
）
　
ひ
と
つ
‥
マ
ッ
サ
リ
ア
　
（
マ
ル
セ
イ
ユ
）

の
ピ
シ
ア
ス
P
y
t
h
e
a
s
o
f
M
a
s
s
a
l
i
a
（
M
a
r
s
e
i
l
l
e
s
）
　
は
、
紀
元
前
四
世
紀
ギ
リ

シ
ャ
の
探
検
家
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
西
洋
岸
を
訪
れ
、
そ
の

様
子
を
記
述
し
た
最
初
の
ギ
リ
シ
ャ
人
で
あ
る
。
ス
ト
ラ
ポ
ン
に
よ
れ
ば
、
ピ

シ
ア
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
諸
島
最
北
、
ブ
リ
テ
ン
島
よ
り
北
へ
六
日
間
航
海
し
た

海
域
に
テ
ュ
ー
ル
（
T
h
u
l
e
）
と
い
う
島
が
あ
る
と
伝
え
、
「
そ
こ
で
は
陸
地
と

海
と
大
気
の
区
別
が
な
い
。
三
者
は
海
の
肺
の
如
く
混
じ
り
合
い
、
陸
地
も
海

も
何
も
か
も
が
浮
か
ん
で
い
て
、
し
か
も
一
つ
に
結
ば
れ
て
い
る
。
徒
歩
で
渡

る
こ
と
も
船
で
渡
る
こ
と
も
で
き
な
い
島
で
あ
る
」
　
と
報
告
し
て
い
る
。

B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
九
四
頁
よ
り
。

三
運
河
の
あ
た
り
一
帯
は
…
…
紙
の
村
‥
夢
の
記
述
。
B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
三
〇
頁
。

ヴ
ア
ン
ド
ラ
伯
母
さ
ん
‥
オ
ル
ソ
ン
の
父
カ
ー
ル
の
姉
ヴ
ァ
ン
ド
ラ
・
ヘ
ッ
ジ
ズ

（
V
a
n
d
l
a
H
e
d
g
e
s
，
1
8
7
5
｜
1
9
4
8
）
　
の
こ
と
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ウ
ェ
ル
ズ

一
四
六

リ
ー
（
W
e
l
l
e
s
l
e
y
）
に
住
ん
で
い
た
。
B
u
t
t
e
r
i
c
k
一
三
一
頁
。
ゥ
ェ
ル
ズ
リ
ー

の
位
置
及
び
ウ
ー
ス
タ
ー
と
グ
ロ
ス
タ
ー
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
は
、
下
図
参

照
。
「
ト
ゥ
イ
ス
ト
」

冒
頭
で
言
及
さ
れ
た

タ
ト
ナ
ッ
ク
、
パ
ク

ス
ト
ン
、
ホ
ー
ル
デ

ン
に
は
二
重
下
線
を

施
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
三
番
街
の

高
架
鉄
道
‥
一
九
五

四
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
決
定
に
よ
り

取
り
壊
さ
れ
た
。

「
ト
ゥ
イ
ス
ト
」
が
書

か
れ
た
一
九
五
三
年

春
に
は
、
既
に
取
り

壊
し
が
論
議
さ
れ
て

い
た
。
B
u
t
t
e
r
i
c
k
，

一
三
一
貫
。

河
‥
ア
ン
岬
を
ア
メ
リ
カ

本
土
と
分
か
つ
ア
ニ

ス
ク
ア
ム
河
（
A
n
n
i
s
‐

q
u
a
m
R
i
v
e
r
）
　
の
こ

と
。
左
図
↓
印
参
照
。

橋
‥
ア
ニ
ス
ク
ア
ム
河
南

端
は
、
「
運
河
」
　
（
T
h
e

C
u
t
）
　
に
よ
っ
て
グ
ロ

ス
タ
ー
港
と
結
ば
れ

る
。
運
河
に
架
か
る

開
閉
橋
が
ブ
リ
ン
マ

ン
橋
（
T
h
e
B
l
y
n
m
a
n

B
r
i
d
g
e
）
で
あ
る
。
船
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を
通
す
時
、
橋
は
開
く
。
左
図
〓
参
照
。

流
入
し
、
流
出
す
る
河
の
姿
‥
北
端
と
南
端
の
両
方
が
海
に
向
か
っ
て
開
い
て
い
る

MelvinT．Copeland＆Elliott C．Rogers，

TheSagaofCapeAnn（Gloucester，Mass：

Peter Smith，1983）p．4．より。

Copeland＆Rogers，TheSagaofCapeAnn，p．54より。

ア
ニ
ス
ク
ア
ム
河
は
、
本
質
的
に
海
水
の
流
れ
込
む
入
江
で
あ
る
。
北
端
と
南

端
の
河
口
は
、
し
た
が
っ
て
潮
流
が
流
れ
込
む
所
で
あ
り
、
ま
た
流
れ
出
る
所

で
も
あ
る
。
C
o
p
e
l
a
n
d
a
n
d
R
o
g
e
r
s
，
S
a
g
a
o
f
C
a
p
e
A
n
n
，
一
七
七
頁
よ
り
。

発
見
サ
レ
ザ
ル
地
‥
ジ
ョ
ン
・
ス
ミ
ス
が
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
あ
る
地
域
を

こ
う
呼
ん
だ
。
後
に
ブ
リ
ス
ト
ー
（
B
r
i
s
t
o
w
）
に
変
え
る
。
ス
ミ
ス
著
『
ニ
ュ
ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
素
描
』
　
（
一
六
一
六
年
）
巻
末
の
新
旧
対
称
名
に
旧
名
‥
発
見

サ
レ
ザ
ル
地
（
A
C
o
u
n
t
r
y
n
o
t
d
i
s
c
o
u
e
r
a
）
、
新
名
‥
ブ
リ
ス
ト
ー
と
あ
る
。

B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
三
一
頁
。
及
び
E
d
w
a
r
d
A
r
b
e
r
e
d
．
，
T
r
a
v
e
l
s
a
n
d
W
o
r
k
s
o
f

C
a
p
t
a
i
n
J
o
h
n
S
m
i
t
h
（
E
d
i
n
b
u
r
g
h
‥
J
o
h
n
G
r
a
n
t
，
1
9
1
0
）
P
a
r
t
Ⅰ
，
二
三
二
頁
。

ブ
リ
ン
マ
ン
‥
リ
チ
ャ
ー
ド
・
プ
リ
ン
マ
ン
師
（
R
e
v
．
R
i
c
h
a
r
d
B
l
y
n
m
a
n
）
。
グ
ロ

ス
タ
ー
の
初
代
聖
職
者
。
一
六
四
三
年
五
月
、
町
当
局
の
命
を
受
け
、
グ
ロ
ス

タ
ー
港
と
ア
ニ
ス
ク
ア
ム
河
の
間
に
運
河
を
造
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
グ
ロ
ス

タ
ー
港
か
ら
ア
ニ
ス
ク
ア
ム
河
へ
の
交
通
が
可
能
に
な
っ
た
。

B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
三
一
頁
よ
り
。

犬
岩
‥
グ
ロ
ス
タ
ー
港
の
岸
、
「
運
河
」
　
河
口
付
近
に
あ
る
一
群
の
岩
。

B
u
t
t
e
r
i
c
k
，
一
三
一
｜
一
三
二
頁
よ
り
。

Ⅱ
　
「
ト
ゥ
イ
ス
ト
」
読
解

劇
や
小
説
の
プ
ロ
ッ
ト
同
様
、
詩
に
も
時
間
や
主
題
な
ど
に
沿
っ
た
「
進
行
」

（
p
r
o
g
r
e
s
s
i
o
n
）
が
あ
る
の
が
普
通
な
の
だ
が
、
こ
の
詩
が
何
に
沿
っ
て
「
進
行
」

し
て
い
る
の
か
を
掴
む
の
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
語
ら
れ
る
事
柄

が
多
岐
に
わ
た
る
の
み
な
ら
ず
、
語
ら
れ
る
内
容
間
に
意
味
上
の
連
関
を
見
出

し
難
い
か
ら
で
あ
る
。
内
容
A
と
、
続
く
内
容
B
と
の
間
に
不
連
続
面
が
介
在

す
る
よ
う
な
の
だ
。
だ
が
、
こ
う
し
た
意
味
論
上
の
不
連
続
（
s
e
m
a
n
t
i
c
d
i
s
‐

c
o
n
t
i
n
u
i
t
y
）
を
何
ら
か
の
方
法
で
突
き
抜
け
な
い
限
り
、
『
マ
ク
シ
マ
ス
詩
篇
』

（5）

は
解
読
不
能
な
テ
ク
ス
ト
に
留
ま
る
他
な
い
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
円
滑
な

読
み
を
妨
げ
る
こ
う
し
た
不
連
続
面
を
異
物
も
し
く
は
邪
魔
物
扱
い
し
、
視
線

の
彼
方
に
遠
ざ
け
る
必
要
は
い
さ
さ
か
も
な
い
。
詩
を
生
み
詩
か
ら
生
ま
れ
る

一
四
七
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感
受
性
が
内
容
A
の
位
相
か
ら
内
容
B
の
位
相
へ
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
速
さ
で
移

（6）

行
し
た
跡
こ
そ
、
意
味
論
上
の
不
連
続
面
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か

ら
わ
れ
わ
れ
は
、
テ
ク
ス
ト
内
に
断
層
と
し
て
現
わ
れ
る
不
連
続
面
を
軽
が
る

と
跳
び
こ
え
て
、
位
相
の
異
な
る
内
容
ど
お
し
を
結
び
つ
け
主
題
系
列
と
呼
ぶ

べ
き
も
の
を
形
成
す
る
力
の
働
き
を
、
ま
ず
は
追
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。極
め
て
大
ま
か
に
　
「
ト
ゥ
イ
ス
ト
」
　
の
動
き
を
追
え
ば
、
こ
う
な
る
。
オ
ル

ソ
ン
の
生
ま
れ
故
郷
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ウ
ー
ス
タ
ー
を
走
る
路
面
電
車
の

駅
名
で
始
ま
っ
た
詩
は
、
夢
と
記
憶
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
光
景
を
走
馬
燈
さ

な
が
ら
に
展
開
し
た
後
、
オ
ル
ソ
ン
の
第
二
の
故
郷
と
も
言
う
べ
き
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
グ
ロ
ス
タ
ー
の
感
潮
河
川
ア
ニ
ス
ク
ア
ム
河
河
口
か
ら
海
へ
出
て
い

く
花
に
何
か
と
て
つ
も
な
い
意
味
を
込
め
て
閉
じ
る
の
だ
、
と
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
余
り
に
も
大
ま
か
な
ま
と
め
で
は
、
何
ひ
と
つ
明
ら

か
に
は
な
ら
な
い
。
詩
を
形
成
す
る
声
が
少
な
く
と
も
三
つ
は
あ
る
こ
と
が
無

視
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
三
つ
の
声
と
は
、
幼
年
時
代
の
想
い
出
を
語
る
声
、

夜
見
た
夢
を
語
る
声
、
そ
し
て
詩
の
書
き
手
が
詩
を
書
く
現
在
に
お
い
て
発
す

る
声
の
三
つ
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
三
つ
の
声
が
語
る
内
容
を
、
い
ま
少
し

詳
し
く
検
討
し
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

1
　
記
憶
の
水
脈

「
ト
ゥ
イ
ス
ト
」
　
で
記
憶
が
前
景
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、

（
1
）
父
カ
ー
ル
（
K
a
r
l
O
l
s
o
n
）
に
連
れ
ら
れ
、
生
ま
れ
故
郷
ウ
ー
ス
タ
ー
を
走
る

路
面
電
車
に
乗
り
、
郊
外
の
パ
ク
ス
ト
ン
や
ウ
ー
ス
タ
ー
に
出
か
け
た
時
の

記
憶
　
（
冒
頭
及
び
一
節
前
半
）
　
と
、

（
2
）
父
母
に
伴
わ
れ
て
初
め
て
グ
ロ
ス
タ
ー
に
や
っ
て
来
た
日
に
、
雨
を
透
か
し

て
海
を
見
た
時
の
記
憶
（
二
節
冒
頭
）
、

一
四
八

と
の
二
箇
所
で
あ
る
。
共
に
少
年
時
代
の
記
憶
で
あ
っ
て
、
（
1
）
は
し
ば
し
ば
行

わ
れ
た
行
楽
を
、
（
2
）
は
オ
ル
ソ
ン
五
才
時
の
体
験
を
描
い
て
い
る
に
は
違
い
な

（7）

い
の
だ
が
、
そ
の
内
容
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
？

こ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
オ
ル
ソ
ン
の
記
憶
の
水
脈
を
辿
っ
て
み
る
必

要
が
あ
る
。

（
1
）
　
ウ
ー
ス
タ
ー
発
路
面
電
車
「
追
憶
号
」

ま
ず
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
ト
ゥ
イ
ス
ト
」
が
書
か
れ
る

一
九
五
三
年
五
月
現
在
、
ウ
ー
ス
タ
ー
を
走
る
路
面
電
車
は
既
に
一
輌
も
な
い

（8）

こ
と
で
あ
る
。
一
八
九
一
年
に
街
を
走
り
始
め
た
路
面
電
車
は
、
第
一
次
大
戦

後
自
動
車
が
人
び
と
の
主
要
な
交
通
具
に
な
る
時
ま
で
、
隆
盛
を
極
め
る
。
街

を
縦
横
に
走
る
路
面
電
車
は
、
市
内
の
み
な
ら
ず
大
都
市
ボ
ス
ト
ン
へ
も
延
び
、

ボ
ス
ト
ン
高
架
鉄
道
へ
の
乗
り
継
ぎ
さ
え
可
能
に
な
っ
た
。
市
内
と
大
都
市
、

そ
し
て
郊
外
が
路
面
電
車
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
週
末
の
郊
外
へ
の
行
楽
が
ブ
ー（9）

ム
に
な
る
。
オ
ル
ソ
ン
が
父
に
連
れ
ら
れ
て
郊
外
へ
行
楽
に
出
か
け
た
の
は
、

路
面
電
車
が
交
通
機
関
の
花
形
で
あ
っ
た
一
九
一
〇
年
代
の
こ
と
だ
と
推
測
で

き
る
。
し
か
し
隆
盛
を
誇
っ
た
路
面
電
車
も
、
第
一
次
大
戦
後
自
動
車
が
通
り

に
あ
ふ
れ
出
す
に
つ
れ
て
路
線
は
次
第
に
減
り
、
一
九
四
五
年
十
二
月
三
十
一

日
以
後
、
ウ
ー
ス
タ
ー
か
ら
路
面
電
車
は
姿
を
消
す
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
「
ト
ゥ
イ
ス
ト
」
　
冒
頭
で
開
口
一
番

路
面
電
車
こ
そ

お
れ
の
内
陸
水
路
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と
歌
い
始
め
る
時
、
マ
ク
シ
マ
ス
は
作
者
オ
ル
ソ
ン
の
記
憶
の
中
を
走
る
　
「
路

面
電
車
」
　
に
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
路
面
電
車
」
　
の
通
る
線
路
が

「
内
陸
水
路
」
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
と
て
オ
ル
ソ
ン
の
少
年
時
代
の
記
憶
の
中
に
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の
み
存
在
す
る
亡
霊
路
線
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
マ
ク
シ
マ
ス
が
わ
れ
わ
れ
を

誘
う
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
不
在
の
路
面
電
車
「
追
憶
号
」
　
に
乗
っ
て
、
オ
ル
ソ

ン
の
少
年
時
代
へ
時
間
旅
行
を
す
る
こ
と
な
の
だ
。

行
き
先
は
ウ
ー
ス
タ
ー
郊
外
の
パ
ク
ス
ト
ン
あ
る
い
は
ホ
ー
ル
デ
ン
。
少
年（1
0）

オ
ル
ソ
ン
と
父
カ
ー
ル
が
こ
こ
へ
来
た
目
的
を
、
純
粋
な
行
楽
と
と
る
解
釈
と
、

貧
し
い
家
計
の
一
助
と
な
る
よ
う
自
家
製
ワ
イ
ン
の
材
料
集
め
に
来
た
の
だ
と

（1　1）

す
る
解
釈
と
、
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
解
釈
は
互
い
を

メ

イ

・

フ

ラ

ワ

ー

排
除
す
る
底
の
も
の
で
は
な
い
。
家
計
の
助
け
に
な
る
　
「
五
月
の
花
」
摘
み
や

「
イ
ギ
リ
ス
・
ク
ル
ミ
」
集
め
が
、
楽
し
み
で
あ
っ
た
と
し
て
も
少
し
も
不
都
合

は
な
い
か
ら
だ
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
、
少
年
オ
ル
ソ
ン
と
父
カ
ー
ル
が
郊
外

で
集
め
た
花
や
ク
ル
ミ
の
名
の
方
が
、
私
に
は
気
に
か
か
る
。
自
家
製
ワ
イ
ン

の
香
料
と
し
て
役
立
つ
草
花
や
木
の
実
は
い
く
ら
で
も
あ
ろ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ

メ

イ

・

フ

ラ

ワ

ー

ア
メ
リ
カ
建
国
当
初
を
想
い
起
こ
さ
せ
ず
に
は
い
な
い
　
「
五
月
の
花
」
　
や
　
「
イ

ギ
リ
ス
・
ク
ル
ミ
」
　
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
追
憶
号
」
　
が
見

せ
る
風
景
は
、
こ
と
に
よ
る
と
少
年
オ
ル
ソ
ン
の
記
憶
を
越
え
る
風
景
な
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
た
と
え
、
歴
史
好
き
の
父
カ
ー
ル
と
そ
の
影
響
を
受
け
た
オ

（12）

ル
ソ
ン
が
、
ア
メ
リ
カ
建
国
に
深
く
関
わ
る
名
の
花
と
木
の
実
を
実
際
に
二
人

で
集
め
た
と
し
て
も
、
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
少
年
時
代
の
記
憶
に

向
か
っ
て
過
去
を
遡
っ
た
「
追
憶
号
」
は
、
作
者
オ
ル
ソ
ン
が
「
ト
ゥ
イ
ス
ト
」

を
書
く
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
現
在
に
向
か
っ
て
、
記
憶
の
棲
む
ウ
ー
ス
タ
ー
か

ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
戻
っ
て
来
る
の
だ
。
そ
し
て
、
一
九
五
三
年
五
月
現
在
ま
で

の
生
の
総
体
を
載
せ
る
や
、
瞬
く
間
に
過
去
の
ウ
ー
ス
タ
ー
へ
帰
っ
て
行
く
。

こ
う
し
た
往
復
運
動
ゆ
え
に
、
現
在
が
記
憶
の
風
景
へ
無
媒
介
に
侵
入
す
る
。

ア
メ
リ
カ
建
国
を
強
く
想
起
さ
せ
る
　
「
五
月
の
花
」
　
と
　
「
イ
ギ
リ
ス
・
ク
ル
ミ
」

が
、
数
あ
る
花
や
実
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
の
は
、
そ
の
結
果
で
あ
る
に
違
い

な
い
。
少
年
時
代
の
記
憶
は
、
現
在
に
向
か
っ
て
大
き
く
開
い
て
い
る
の
だ
。

「
ト
ゥ
イ
ス
ト
」
　
冒
頭
が
教
え
る
の
は
以
上
の
こ
と
で
あ
る
。

一
節
前
半
で
　
「
追
憶
号
」
　
が
見
せ
て
く
れ
る
の
は
、
や
は
り
ウ
ー
ス
タ
ー
郊

外
パ
ク
ス
ト
ン
の
休
日
風
景
で
あ
る
。
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‥
‥
‥
電
車
は

遠
く
の
土
地
へ
降
り
て
行
く

（
日
曜
日
の
土
地
へ

ぼ
く
は
小
さ
く
、
皆
が

ど
こ
へ
行
く
の
か
、
不
思
議
で

し
よ
う
が
な
い
。
み
ん
な
は
大
き
く
て

父
さ
ん
と
ぼ
く
か
ら
離
れ
て
行
く

ま
る
で
、
そ
の
風
景
の
中
の
雌
牛
の
よ
う
に

自
分
た
ち
が
何
を
し
て
い
て

ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
る
の
か

分
か
っ
て
い
る
の
は
、

父
さ
ん
と
ぼ
く
二
人
き
り
の
よ
う

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
ウ
ー
ス
タ
ー
の
学
者
ロ
ー
ラ
・
ジ
ェ
ー
ン
・
メ
ニ
デ
ス

は
こ
う
言
う
。

オ
ル
ソ
ン
に
と
っ
て
ウ
ー
ス
タ
ー
の
思
い
出
は
父
の
思
い
出
と
緊
密
に
結
び

つ
い
て
い
る
。
他
の
人
々
と
は
違
っ
て
、
　
オ
ル
ソ
ン
の
父
は
方
向
を
見
失
っ

て
は
お
ら
ず
、
自
ら
の
人
生
に
方
向
と
目
的
を
与
え
て
い
た
。
息
子
の
人
生
（13）

に
も
。
だ
か
ら
二
人
と
も
「
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
る
の
か
」
分
か
っ
て
い
た
。

一
四
九
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そ
う
だ
ろ
う
か
？
父
と
自
分
だ
け
が
他
の
人
々
と
違
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚

は
、
優
越
感
よ
り
は
む
し
ろ
孤
独
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
皆
が
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
不
思
議
」
な
の
は
、
「
ぼ
く
」
が
「
小
さ
い
」
せ
い

な
ら
、
「
ぼ
く
」
が
「
み
ん
な
」
の
よ
う
に
「
大
き
く
」
な
れ
ば
、
皆
の
行
く
と

こ
ろ
が
不
思
議
で
は
な
く
な
る
は
ず
だ
。
行
楽
地
パ
ク
ス
ト
ン
に
相
応
し
い
行

動
を
し
て
い
る
の
は
、
「
父
さ
ん
と
ぼ
く
」
で
は
な
く
、
「
み
ん
な
」
　
の
方
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

前
掲
引
用
な
か
ば
の
　
「
ま
る
で
、
そ
の
風
景
の
中
の
雌
牛
の
よ
う
に
」
　
（
a
s

c
o
w
s
o
n
t
h
a
t
l
a
n
d
s
c
a
p
e
）
が
鍵
に
な
る
。
「
雌
牛
の
よ
う
」
な
の
は
、
「
み
ん

な
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
父
さ
ん
と
ぼ
く
」
な
の
か
？
メ
ニ
デ
ス
女
史
は

「
み
ん
な
」
＝
「
雌
牛
」
と
取
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
私
に
は
「
父
さ
ん
と
ぼ

く
」
　
の
方
が
　
「
雌
牛
」
　
に
見
え
る
。
原
文
は
こ
う
だ
。

I
a
m
s
m
a
l
l
，
p
e
o
p
l
e
g
o
o
f
f

W
h
a
t
s
t
r
i
k
e
s
m
e
a
s
q
u
e
s
t
i
o
n
a
b
l
e

d
i
r
e
c
t
i
o
n
s
．
T
h
e
y
a
r
e
l
a
r
g
e
，

g
o
i
n
g
a
w
a
y
f
r
o
m
m
y
f
a
t
h
e
r
a
n
d
m
e
，

a
s
c
o
w
s
o
n
t
h
a
t
l
a
n
d
c
a
p
e
．
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文
法
的
に
は
″
a
s
c
o
w
s
o
n
t
h
a
t
l
a
n
d
s
c
a
p
e
″
は
、
「
み
ん
な
」
　
（
T
h
e
y
）
　
に
も
「
父

さ
ん
と
ぼ
く
」
　
（
m
y
f
a
t
h
e
r
a
n
d
m
e
）
　
に
も
か
か
り
う
る
か
ら
、
こ
の
箇
所
だ

け
見
る
限
り
、
「
雌
牛
の
よ
う
」
な
の
は
ど
ち
ら
か
決
定
で
き
な
い
の
で
あ
る

が
、
四
行
先
の
記
述
が
、
有
力
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

今
で
も
、
約
束
の
地
と
し
か
思
え
な
い
場
所
へ

幾
組
も
の
カ
ッ
プ
ル
は
、
向
か
っ
て
行
っ
た
の
だ
っ
た
。
お
れ
た
ち
か
ら

一
五
〇

直
角
に
離
れ
て
。

と
ば
し
た
三
行
の
間
に
、
詩
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ウ
ー
ス
タ
ー
及
び
グ
ロ

ス
タ
ー
の
名
の
元
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
同
名
の
都
市
へ
一
た
ん
飛
び
、
こ
こ

で
再
び
少
年
時
代
の
回
想
に
戻
っ
て
い
る
た
め
、
「
父
さ
ん
と
ぼ
く
」
と
い
う
子

供
の
言
葉
が
「
お
れ
た
ち
」
と
い
う
大
人
の
言
葉
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、
パ
ク

ス
ト
ン
体
験
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
「
大

き
く
」
な
っ
た
大
人
の
眼
で
少
年
時
代
の
体
験
が
と
ら
え
直
さ
れ
て
い
る
の
で
、

「
小
さ
な
」
オ
ル
ソ
ン
が
感
じ
た
「
不
思
議
」
は
、
不
思
議
で
は
な
く
な
っ
て
い

る
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

「
み
ん
な
」
と
は
大
人
の
男
女
の
「
カ
ッ
プ
ル
」
で
あ
り
、
花
や
木
の
実
を

「
ま
る
で
、
そ
の
風
景
の
中
の
雌
牛
の
よ
う
に
」
集
め
て
い
る
オ
ル
ソ
ン
親
子
と

は
、
全
く
別
の
目
的
で
パ
ク
ス
ト
ン
に
や
っ
て
来
て
い
た
の
だ
。
「
約
束
の
地
」

（
t
h
e
p
r
o
m
i
s
e
d
l
a
n
d
）
目
指
し
て
、
カ
ッ
プ
ル
は
オ
ル
ソ
ン
親
子
か
ら
「
直
角

に
離
れ
て
」
　
（
a
t
r
i
g
h
t
a
n
g
l
e
s
＼
f
r
o
m
u
s
）
去
っ
て
行
く
。
「
約
束
の
地
」
と
は
、

大
人
の
男
女
が
二
人
き
り
に
な
れ
る
場
所
、
も
し
く
は
二
人
き
り
に
な
っ
た
男

女
が
到
達
し
う
る
快
楽
を
指
す
言
葉
に
ち
が
い
な
い
。
雄
で
あ
り
雌
で
あ
る
こ

と
の
快
楽
を
味
わ
い
つ
く
そ
う
と
す
る
「
幾
組
も
の
カ
ッ
プ
ル
」
に
は
、
ひ
た

す
ら
花
や
木
の
実
を
集
め
る
オ
ル
ソ
ン
父
子
が
「
雌
牛
」
　
に
見
え
た
と
し
て
も

不
思
議
は
な
い
。

他
の
人
々
と
違
っ
て
い
る
こ
と
が
優
越
感
に
で
は
な
く
孤
独
に
結
び
つ
く
よ

う
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
パ
ク
ス
ト
ン
の
記
憶
が
性
へ
の
憧
れ
を
秘
め
た
も
の
で

あ
っ
た
か
ら
な
の
だ
。
こ
の
こ
と
を
確
か
め
た
わ
れ
わ
れ
は
、
ウ
ー
ス
タ
ー
発

路
面
電
車
「
追
憶
号
」
　
の
旅
を
終
え
、
グ
ロ
ス
タ
ー
に
記
憶
の
水
脈
を
探
る
こ

と
に
し
よ
う
。
た
だ
し
、
ご
く
短
時
間
で
。

2
）
　
グ
ロ
ス
タ
ー
発
「
沿
岸
航
海
号
」
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父
カ
ー
ル
と
母
メ
ア
リ
ー
に
伴
わ
れ
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ア
ン
岬
の
漁

港
都
市
グ
ロ
ス
タ
ー
に
初
め
て
や
っ
て
来
た
の
は
、
一
九
一
五
年
夏
、
オ
ル
ソ

ン
五
才
の
時
で
あ
る
。
以
後
、
一
九
三
四
年
ま
で
オ
ル
ソ
ン
一
家
は
、
こ
こ
で

（14）

夏
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
ウ
ー
ス
タ
ー
郵
便
局
勤
務
の
父
は
、
週
末
に
な
る

（15）

と
や
っ
て
来
る
と
い
う
方
式
だ
っ
た
。

初
め
て
海
を
見
た
時
の
体
験
は
、
「
ト
ゥ
イ
ス
ト
」
　
二
節
冒
頭
に
こ
う
書
か

れ
て
い
る
。
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わ
れ
わ
れ
一
家
が
着
い
た
日
の

グ
ロ
ス
タ
ー
は
雨
。

そ
れ
以
来
、
舟
で
港
を
巡
る
お
れ
だ
が
、

ジ
ョ
ニ
ー
ズ
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
・
キ
ッ
チ
ン
店
内
か
ら

窓
ガ
ラ
ス
越
し
に
雨
を
透
か
し
て
見
た
の
が

海
を
見
た

初
め

一
見
、
五
才
時
の
体
験
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
文
の
よ
う
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

こ
こ
に
は
、
『
マ
ク
シ
マ
ス
詩
篇
』
全
体
に
対
す
る
、
詩
作
の
現
在
に
お
け
る
評

価
が
入
り
込
ん
で
い
る
か
ら
だ
。

前
掲
引
用
三
行
目
　
「
そ
れ
以
来
、
舟
で
港
を
巡
る
お
れ
だ
が
」
　
が
そ
れ
だ
。

確
か
に
オ
ル
ソ
ン
に
は
、
一
九
三
六
年
七
月
ス
ク
ー
ナ
ー
「
ド
ー
リ
ス
・
M
・

ホ
ー
ズ
号
」
　
に
乗
り
込
み
、
モ
ウ
ル
ト
ン
船
長
指
揮
の
も
と
三
週
間
メ
カ
ジ
キ

（16）

を
追
っ
た
体
験
が
あ
り
、
『
マ
ク
シ
マ
ス
詩
篇
』
　
「
手
紙
　
6
」
　
に
そ
の
時
の
こ

と
を
書
い
て
も
い
る
。
だ
が
、
物
理
的
に
海
に
出
た
の
は
こ
の
三
週
間
だ
け
な

の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、

そ
れ
以
来
、
舟
で
港
を
巡
る
お
れ
だ
が
、

と
い
う
一
行
は
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
こ
う
解
す
る
。
こ
の
一
行
は
、
書
き
つ
つ
あ
る
『
マ
ク
シ
マ
ス
詩
篇
』

全
体
が
、
ア
メ
リ
カ
の
始
源
の
地
グ
ロ
ス
タ
ー
を
め
ぐ
る
沿
岸
航
海
に
他
な
ら

な
い
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
の
だ
、
と
。
「
舟
」
と
は
『
マ
ク
シ
マ
ス
詩
篇
』
を

書
く
ペ
ン
の
別
名
な
の
で
あ
る
。

記
憶
の
水
脈
は
、
陸
路
を
辿
る
に
せ
よ
海
路
を
辿
る
に
せ
よ
、
始
ま
り
へ
向

か
っ
て
大
き
く
開
い
て
い
る
の
だ
。
と
り
わ
け
書
く
こ
と
の
始
ま
り
に
向
か
っ

て
。

〔
次
号
完
結
〕

（
本
研
究
は
平
成
1
0
年
度
椙
山
女
学
園
大
学
学
園
研
究
費
助
成
を
受
け
て
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
）

注
＊
本
稿
は
、
一
九
九
七
年
十
一
月
十
五
日
名
古
屋
大
学
で
開
か
れ
た
日
本
ア
メ
リ

カ
文
学
会
中
部
支
部
十
一
月
例
会
で
行
な
っ
た
口
頭
発
表
「
夢
の
記
述
｜
T
h
e

M
a
x
i
m
u
s
P
o
e
m
s
，
″
T
h
e
T
w
i
s
t
″
に
つ
い
て
」
　
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
1
）
現
在
出
版
さ
れ
て
い
る
『
マ
ク
シ
マ
ス
詩
篇
』
は
、
一
九
六
〇
年
に
出
版
さ

れ
た
『
第
一
巻
』
と
一
九
六
八
年
出
版
の
　
『
第
二
巻
』
　
に
、
作
者
オ
ル
ソ
ン

（
C
h
a
r
l
e
s
O
l
s
o
n
，
1
9
1
0
｜
1
9
7
0
）
　
の
死
後
出
版
さ
れ
た
『
第
三
巻
』
（
一
九
七
五

年
）
を
加
え
て
合
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
使
用
す
る
の
は
、
こ
の
合

本
C
h
a
r
l
e
s
O
l
s
o
n
，
T
h
e
M
a
x
i
m
u
s
P
o
e
m
s
 
e
d
．
b
y
G
e
o
r
g
e
F
．
 
B
u
t
t
e
r
i
c
k

（
B
e
r
k
e
l
e
y
‥
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
o
f
C
a
l
i
f
o
r
n
i
a
P
r
e
s
s
，
1
9
8
3
）
　
で
あ
る
。

（
2
）
拙
論
「
『
手
紙
』
を
運
ぶ
オ
ル
ソ
ン
｜
C
h
a
r
l
e
s
O
l
s
o
n
，
T
h
e
M
a
x
i
m
u
s
P
o
e
m
s

試
論
｜
」
（
下
）
『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』
第
2
2
号
第
1
部
（
一
九
九
一

年
）
一
一
｜
一
二
頁
参
照
。

一
五
一



平　野　順　雄

（
3
）
『
第
二
巻
』
　
（
T
h
e
M
a
x
i
m
u
s
P
o
e
m
s
Ⅳ
　
Ⅴ
，
Ⅵ
，
1
9
6
8
）
　
に
入
る
と
、
詩
の

焦
点
は
グ
ロ
ス
タ
ー
か
ら
離
れ
、
更
に
内
陸
の
ド
ッ
グ
タ
ウ
ン
　
（
D
o
g
t
o
w
n
）

に
移
る
。

（
4
）
線
の
上
段
に
記
さ
れ
た
数
字
は
、
合
本
の
頁
を
示
す
。
下
段
の
記
号
Ⅰ
は
『
第

一
巻
』
を
示
す
略
号
で
あ
り
、
数
字
は
各
巻
ご
と
の
頁
数
を
表
す
。
し
た
が
っ

て
86
―

1．82

は
、
合
本
の
八
六
頁
、
『
第
T
巻
』
八
二
頁
の
意
と
な
る
。

（
5
）
　
こ
う
し
た
傾
向
は
オ
ル
ソ
ン
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
エ
リ
オ
ッ
ト

（

T

・

S

・

E

l

i

o

t

，

1

8

8

8

｜

1

9

6

5

）

、

パ

ウ

ン

ド

（

E

z

r

a

P

o

u

n

d

，

1

8

8

5

｜

1

9

7

2

）

、

ズ

コ
フ
ス
キ
ー
（
L
o
u
i
s
Z
u
k
o
f
s
k
y
，
1
9
0
4
｜
1
9
7
8
）
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

オ
ル
ソ
ン
に
お
い
て
意
味
論
上
の
不
連
続
が
最
も
顕
著
に
、
且
つ
方
法
的
に
使

用
さ
れ
て
い
る
と
私
は
思
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
テ
イ
ヴ
・
ヴ
ァ
ー
ス

（
6
）
　
「
投
射
詩
論
」
　
（
一
九
五
〇
年
）
　
の
第
三
の
要
諦
は
、
プ
ロ
セ
ス
に
従
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
　
　

形
式
が
完
成
す
る
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
形
造
る
術
は
、
プ
ロ
セ
ス
に
従
う
こ

と
だ
。
一
つ
の
直
観
は
即
座
に
し
か
も
じ
か
に
、
更
に
先
の
直
観
に
移
行
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
詩
人
は
常
に
最
高
の
速
度
で
動
き
、
あ
ら
ゆ
る
部
分
で
プ

ロ
セ
ス
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。

C

h

a

r

l

e

s

O

l

s

o

n

″

P

R

O

J

E

C

T

I

V

E

V

E

R

S

E

″

i

n

‥

C

h

a

r

l

e

s

O

l

s

o

n

，

S

e

l

e

c

t

e

d

W

r

i

t

｜

i
n
g
s
e
d
．
b
y
R
o
b
e
r
t
C
r
e
e
l
e
y
（
N
e
w
Y
o
r
k
‥
N
e
w
D
i
r
e
c
t
i
o
n
s
，
1
9
6
6
）
一
七
頁

より。　　　　　　　　

（
7
）
　
ア
メ
リ
カ
詩
人
ト
ム
・
ク
ラ
ー
ク
（
T
o
m
C
l
a
r
k
，
1
9
4
1
｜
）
　
は
、
『
オ
ル
ソ
ン

伝
』
の
中
で
、
オ
ル
ソ
ン
が
グ
ロ
ス
タ
ー
に
初
め
て
や
っ
て
来
た
の
を
一
九
一

五
年
夏
と
し
て
い
る
。
 
T
o
m
C
l
a
r
k
 
C
h
a
r
l
e
s
O
l
s
o
n
‥
T
h
e
A
l
l
e
g
o
r
y
o
f
a
P
o
e
t
’
s

L
i
f
e
（
N
e
w
Y
o
r
k
‥
W
．
W
．
N
o
r
t
o
n
＆
C
o
m
p
a
n
y
，
1
9
9
1
）
、
八
貢
。

（
8
）
　
ウ
ー
ス
タ
ー
を
走
っ
て
い
た
路
面
電
車
に
関
す
る
本
稿
の
記
述
は
、
A
l
b
e
r
t

B

．

S

o

u

t

h

w

i

c

k

，

″

A

s

t

r

e

e

t

c

a

r

n

a

m

e

d

T

a

t

n

u

c

k

″

i

n

‥

W

O

R

C

E

S

T

E

R

M

O

N

T

H

L

Y

M

a

y

1

9

8

8

v

o

l

．

1

．

N

o

,

8

.

 

四

〇

|

四

五

頁

に

基

づ

く

。

（
9
）
無
論
、
父
と
の
み
出
か
け
た
の
で
は
な
く
、
母
メ
ア
リ
ー
（
M
a
r
y
O
l
s
o
n
）

も
一
緒
に
出
か
け
た
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
家
族
三
人
で
出
か
け
た
と
言

う
ロ
ー
ラ
・
メ
ニ
デ
ス
も
、
父
カ
ー
ル
と
オ
ル
ソ
ン
と
の
結
び
つ
き
の
方
を
重

一
五
二

視
し
て
い
る
。
L
a
u
r
a
J
e
h
n
M
e
n
i
d
e
s
，
″
C
h
o
o
s
i
n
g
O
n
e
‘
s
P
l
a
c
e
‥
C
h
a
r
l
e
s

O

l

s

o

n

，

W

o

r

c

e

s

t

e

r

，

a

n

d

G

l

o

u

c

e

s

t

e

r

″

i

n

‥

T

h

e

W

o

r

c

e

s

t

e

r

R

e

v

i

e

w

，

v

o

l

．

7

，

1

9

8

4

，

二
八
｜
二
九
頁
。
　
ト
ム
・
ク
ラ
ー
ク
は
、
父
カ
ー
ル
と
オ
ル
ソ
ン
の
二
人
だ
け

で
出
か
け
た
、
と
言
う
。
T
o
m
C
l
a
r
k
，
C
h
a
r
l
e
s
O
l
s
o
n
，
八
頁
。

（
1
0
）
L
o
u
r
a
J
e
h
n
M
e
n
i
d
e
s
，
″
C
h
o
o
s
i
n
g
O
n
e
’
s
P
l
a
c
e
，
″
二
八
頁
。

（
1
1
）
T
o
m
C
l
a
r
k
，
 
C
h
a
r
l
e
s
O
l
s
o
n
，
八
頁
。

（

1

2

）

C

h

a

r

l

e

s

O

l

s

o

n

，

T

h

e

P

o

s

t

o

f

f

i

c

e

‥

A

M

e

m

o

i

r

o

f

H

i

s

F

a

t

h

e

r

（

S

a

n

F

r

a

n

c

i

s

c

o

‥

G
r
a
y
F
o
x
P
r
e
s
s
，
1
9
6
6
）
、
二
五
頁
。

（
1
3
）
L
o
u
r
a
J
e
h
n
M
e
n
i
d
e
s
，
″
C
h
o
o
s
i
n
g
O
n
e
’
s
P
l
a
c
e
″
，
二
九
貢
。
メ
ニ
デ
ス
女
史

は
、
一
九
九
七
年
九
月
現
在
ウ
ー
ス
タ
ー
工
芸
大
学
（
W
o
r
c
e
s
t
e
r
P
o
l
y
t
e
c
h
n
i
c

I
n
s
t
i
t
u
t
e
）
助
教
授
。

（
1
4
）
G
e
o
r
g
e
F
．
B
u
t
t
e
r
i
c
k
A
G
u
i
d
e
t
o
t
h
e
M
a
x
i
m
u
s
P
o
e
m
s
o
f
C
h
a
r
l
e
s
O
l
s
o
n

（
B
e
r
k
e
l
e
y
‥
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
o
f
C
a
l
i
f
o
r
n
i
a
P
r
e
s
s
，
1
9
7
8
）
序
論
六
〇
｜
六
一
貢
の

年
譜
よ
り
。

（
1
5
）
T
o
m
C
l
a
r
k
，
 
C
h
a
r
l
e
s
O
l
s
o
n
，
九
頁
。

（
1
6
）
G
e
o
r
g
e
F
．
B
u
t
t
e
r
i
c
k
 
A
G
u
i
d
e
t
o
t
h
e
M
a
x
i
m
u
s
P
o
e
m
s
o
f
C
h
a
r
l
e
s
O
l
s
o
n
，

序
論
六
一
頁
、
及
び
本
文
四
三
｜
四
四
頁
。


